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近 代 化 の運 命

‐AConnecticutYankeein

KingArthur'sCourt試 論 一

矢 野 正 昭

南 北 戦 争 後 の ア メ リカ合 衆 国 は、 い わ ゆ る 「金 メ ッキ 時代 」 を 迎 え た。 こ

の時 代 に は資 本 主 義 が急 速 な発 達 を と げ たが 、 それ を背 景 に金 銭 第 一 主 義 の

風 潮 が 広 ま り、 経 済 的 成 功 を第 一 目標 と して 追 求 す る ア メ リカ ン ・ ド リー ム

が 支 配 的 と な っ た。 ま た政 治 の腐 敗 も進 行 した 。1)

MarkTwainの 代 表 的 作 品AdventuresofHuckleberryFinn(1885)は

そ の 「金 メ ッキ 時 代 」 に書 か れ た。 しか し、 この作 品 の舞 台 は南 北 戦 争 前 の

ミシ シ ッ ピー流 域 にお か れ て い る。 こ こ でMarkTwainは 、 ア メ リカ ン 。

ド リー ムを 体 現 す るTomSawyerを 冷 酷 で 醜 悪 な人 物 と して 描 き 出 す と と

もに、 そ れ と対 照 的 な イ ノセ ン トな少 年HuckleberryFinnを 主 人 公 ・語 り

手 と して設 定 した。 す な わ ち 、過 去 の 前 資本 主 義 的 ア メ リカ を、 現 在 と の対

比 に お い て 回顧 し理 想 化 しよ う と した の で あ る。 しか し、 こ の試 み は成 功 し

な か った。 小説AdventuresofHuckleberryFinnの 中 で、Huckや そ れ を

と りま く要 素 も金 銭 の論 理 に 深 く支 配 され て い る こ とが 明 らか に な って しま

うの で あ る。 過 去 へ の道 は閉 ざ さ れ て い た の で あ った。

一 方
、 「金 メ ッキ 時代 」 に は西 部 開 拓 が急速 に進 み、1890年 に は フ ロ ンテ ィ

ア の消 滅 が 宣 言 され た。 フ ロ ンテ ィア は、 ア メ リカ の堕 落 を 防 ぎ、 す べ て の

ア メ リカ人 に成 功 の機 会 を保 証 す る もの と考 え られ て い た。 ア メ リカ の イ ノ

セ ンス とア メ リカ ン ・ ド リー ム の両 方 の物 質 的 な支 え が 消 滅 した こ と は、 ア

メ リカ の理 念 に危 機 を もた ら した。

しか し、19世 紀 は科 学 技 術 の世 紀 で もあ っ た。 と りわ け 「金 メ ッキ 時 代 」
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の ア メ リカ に お いて は、 大 陸横 断 鉄 道 の 完成(1869)、 電 話 の発 明(1876)、 シ

カ ゴ大 火(1871)後 の摩 天 楼 の出 現 な ど、 近 代 技術 の成 果 を 目に見 え る形 で示

す 出 来 事 が あ いっ い だ。 多 くの ア メ リカ人 は、 近 代技 術 の め ざ ま しい 進 歩 と

産 業 文 明 の発 展 を ま の あ た りに し、 そ の延 長 線 上 に明 る い未 来 を 予想 す る こ

とが で き た の で あ る。MarkTwainも ま た 、 この よ う な進 歩 主 義 を 強 く支

持 して い た。2)

AConnecticutYankeeinKingArthu〆sCourtは 、 小 説 と して はAd-

venturesofHuckleberryFinnに 次 い で、1889年 に発 表 さ れ た。 この物語 は、

19世 紀後 半 の ア メ リカの一 技術 者 が6世 紀 の イ ギ リス に タイム ・ス リップ し、

中世 イギ リス社 会 の近 代 化 を試 み る と い う もの で あ る。 この構 想 は、 上 述 の

よ う な進 歩 主 義 の考 え に そ って 作 られ た もの と考 え られ る。 す な わ ち、 中世

と近 代 を対 比 させ て後 者 の優 位 を明 らか にす る と と も に、3)歴 史 の進 歩 を 加

速 す る近 代 技 術 の力 を示 す こ と に よ っ て、 ア メ リカ産 業 文 明 の 希 望 にみ ち た

未 来 を 展 望 しよ う と した の で あ る 。 前 作 で 過 去 の理 想 化 を 試 み たMark

Twainは 、 今 度 は現 在 と未 来 に理 想 を求 め た の だ。

この小 説 の 主 人 公HankMorganは 、 ア メ リカ合 衆 国 コ ネ テ ィ カ ッ ト州

ハ ー トフ ォー ド生 ま れ の"aYankeeoftheYankees"で あ る。 彼 は 自分 の

こ とを感 傷 と は ま った く無 縁 の 人 間 だ と言 い 、続 け て 自分 の経 歴 を紹介 す る。

彼 は鍛 冶 屋 の 子 と して 生 まれ 、 最 初 自分 も鍛 冶 屋 にな るが 、 ま もな く兵 器 工

場 に職 を 得 て 、 そ こで 技 術 を身 にっ け る。 そ して小 銃、拳 銃、大砲 、 ボ イ ラー、

エ ンジ ンと い った"allsortsoflabor-savingmachinery"を 作 る こ と が で

き る よ うに な る。 彼 は ま た、 ど ん な もの で も、 それ を作 る適 当 な 方 法 が な い

場 合 に は、 新 しい製 造 法 を た や す く開発 す る能 力 を も って い る。っ ま り彼 は、

理 性 的 ・科 学 的 な精 神 を もち、 か っ極 め て高 い技 術 的能 力 を身 にっ け た技 術

者 な の で あ る。

また こ こで 明 らか な よ う に 、Hankは 典 型 的 なself-mademanで あ る。

そ の うえ彼 は、 次 の言 葉 に示 され る よ うに、 現 実 的 な 判 断 力 と不 屈 の 精 神 を

あ わ せ も っ て い る。"Onethingatatime,ismymotto-andjustplay
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thatthingforallitisworth,evenifit'sonlytwopairandajack."(A

ConnecticutYankeeinKingArthur'sCourt17)つ ま りHankは ア メ リカ

人 の ひ とっ の理 想 的 な あ り方 を 体現 して い るの で あ る。

そ れ で は、Hankの 思 想 ・信 条 は どの よ うな もの で あ ろ うか。 ま ず 政 治 的

に は、彼 は ア メ リカ的 な共 和 主 義 を 支持 して い る。 彼 に よ れ ば、 国 民 の能 力

は無 名 で 貧 しい 多 数 の 人 々 の う ち に あ るの で あ り、 国民 が 自 らを統 治 す る こ

とが 不可 能 で あ っ たた め しは な い。 従 って 、 最上 の君 主 制 とい え ど も人 民 主

権 に は及 ぼ な い の だ、 と い う。 ま た彼 は別 の 場所 で 、 国家 に と って の制 度 を

人 間 に と っ て の衣 服 に た とえ、 コ ネ テ ィカ ッ ト州 憲 法 を 引 用 した上 で、"Un-

derthatgospel,thecitizenwhothinksheseesthatthecommonwealth's

politicalclothesarewornout,andyetholdshispeaceanddoesnot

agitateforanewsuit,isdisloyal;heisatraitor."(67)と 主 張 す る。

これ は圧 政 に た い して は革 命 こそ市 民 の権 利 で あ り義 務 で あ る と うた った合

衆 国独 立 宣 言 の精 神 を 受 け継 ぐ もの で あ る。Hankは 明 らか に ア メ リ カ共 和

主義 の子 な の で あ る。

また彼 は、 宗 教 的 に は、 リベ ラル な プ ロ テ ス タ ン トを信 奉 して い る。 彼 自

身 は長 老 教 会 派 に属 して お り、 誰 で も宗 教 を持 っ べ きだ と考 えて い る。 ただ

し彼 の考 え る宗 教 の あ り方 は、19世 紀 の合 衆 国 の そ れ を モ デ ル と した もので

あ って、1っ の 宗 教 を40の 自由 な 宗 派 に分 割 し、 そ れ らが お互 い に牽 制 しあ

うよ う にす れ ば よ い と して い る。 彼 の この よ うな 考 え方 の背 後 に は、 国 教 会

(6世 紀 の イ ギ リス で は ロ ーマ ン ・カ トリ ック教 会)に 対 す る 強 い反 感 が あ

る。 彼 は"Concentrationofpowerinapoliticalmachineisbad;andan

EstablishedChurchisonlyapoliticalmachine;...itisanenemyto

humanliberty,anddoesnogoodwhichitcouldnotbetterdoinasplit-

upandscatteredcondition."(89-90)と 主 張 して い る。

共 和 主 義 とプ ロテ ス タ ンテ ィズ ムが 、 ア メ リカ資 本 主 義 の精 神 的 な支 え で

あ った こ とを想 起 す れ ば 、 この よ うな思 想 ・信 条 を もっHankはs中 世 イ

ギ リス社 会 に あ って資 本 主 義 的 な近 代 化 を行 な うの にふ さわ しい 人 物 と して
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設 定 され て い る と い え る だ ろ う。

さてHankは 、1879年 の あ る 日、 主 任 監 督 と して 働 い て い る兵 器 工 場 で

工 員 との けん か に巻 き込 まれ 、 バ ール で頭 を 殴 られて意 識 を失 う。意 識 が戻 っ

た時 、 彼 は528年 の イ ギ リス に タ イ ム ・ス リ ップ して いた の で あ る。

こ こ6世 紀 の イ ギ リス はArthur王 の 治 世 で あ るが 、 王 と円 卓 の騎 士 た ち

が 強 い権 力 を もっ 一 方 、 国 民 の ほ とん ど は、 文 字通 りの奴 隷 か事 実上 の 奴 隷

か の いず れ か で あ る に過 ぎな い。 その よ う な体 制 を 精 神 的 に支 えて い るのが、

ロ ー マ ン ・カ トリ ッ ク教 会 で あ る。 教 会 は キ リス ト教 の教 え を ゆ が め 、 国 民

に支 配 階 級 へ の服 従 を強 い て い る。 さ らに、 魔 術 師 のMerlinも 、 迷 信 深 い

国 民 の間 に強 い影 響 力 を も って い る。 一 言 で いえ ば 、 この 社 会 は中世 の 暗 黒

の ただ 中 に あ る の だ。

ここで 、Hankは た ち ま ち ひ と りの騎 士 か ら戦 い を 挑 ま れ て 捕 虜 に さ れ 、

牢 獄 で 処 刑 を待 っ 身 とな る。 しか し彼 は直 ち に持 ち前 の科 学 知 識 に よ って 日

食 を予 測 した うえ、 魔 術 の力 で太 陽 を滅 ぼ したか の よ うに 人 々 に信 じ させ 、

Merlinを 上 回 る大 魔術 師 と して の名 声 を か ち え る。 そ して さ らに 、 黒 色 火

薬 を使 ってMerlinの 塔 を爆 破 し、Merlinの 権 威 を 失 墜 さ せ る。 彼 は民 衆

か ら"TheBoss"と い う称 号 を奉 られ 、 王 に次 ぐ絶 大 な権 力 を手 にす る。"I

wasnoshadowofaking;Iwasthesubstance;thekinghimselfwas

theshadow."(40)と い う言 葉 は、 彼 の 自信 の ほ ど を示 して い る。

こ こで注 目 され るの は、権 力 を掌 握 す る過 程 に お い て、Hankが 、 技 術 者

とい うよ り も産業 資 本 家 の よ うに振 舞 い始 め る とい う こ とで あ る。4)彼 は 自

分 の行 動 を常 に ビ ジ ネ ス にな ぞ らえ て表 現 す る。 例 え ば、 彼 は 日食 の 「魔術 」

を お こな う前 、 も しこれ が 成 功 す れ ば"inabusinesswayitwouldbethe

makingofme."(31)と 予 想 す る。 と りわ け この 傾 向 は、 同 業 の 魔 術 師 に

対 す る態 度 に 顕 著 に現 れ る。HankはMerlinと 対 決 して 勝 っ た び に"Mer-

lin'sstockwasflat,"(39)"Hisstockwasflatagain."(227)な ど と株

式市 場 の比 喩 を 用 い る。 ま た別 の 魔術 師 との腕 比 べ に勝 っ た 時 に は、"Yes,

amancankeephistrade-markcurrentinsuchacountry,buthe
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can'tsitaroundanddoit;hehasgottobeondeckandattendingto

business,rightalong."(135)と 言 って い る。 同 一 の市 場 に お い て 同 業 者

との競 争 に勝 ち抜 こう とす る精 神 は、 ま さ に産業 資本 家 の そ れ で あ る。

権 力 を握 ったHankは 、 直 ち に 中世 イ ギ リス社 会 の 近代 化 に 取 りか か る。

そ の近 代 化 は、 ほ とん ど資 本 主 義 化 と同 義 で あ る。 彼 の為 政 者 と して の 初仕

事 が 特 許 局 の発 足 であ った こ とは象 徴 的 で あ る。 そ して次 に着 手 す るの は教

育 改 革 と宗 教 改 革 で あ る。 彼 は教 員 工 場 と多 数 の 日曜 学校 を 作 るが、 そ の結

果 、 学 年 制 学 校 の制 度 が成 立 し、 ま た プ ロ テ ス タ ン トの さ ま ざ まな宗 派 が成

長 し始 め る。 資本 主 義 化 の た め に は人 的 資 源 の動 員 が 不可 欠 で あ るが、 そ の

準 備 が整 った とい うこ とで あ る。 ま た これ と並行 して 、近 代 的 工場 群 の 建設

と熟 練 工 の養 成 も開 始 され る。 こ う して4年 が た っ 頃 に は、Hankは い つ で

も望 む時 に 中世 の暗 黒 を文 明 の光 で満 たす こ とが で き る とい う状態 に な る。

ま た彼 は6世 紀 の若 者Clarenceを"headexecutive"と して、 情 報 ・通 信

産 業 に も手 を広 げ る。 彼 ら は、 新 聞 発 行 の準 備 を 進 め る と と もに、 ひ そ か に

電 線 を敷 設 して電 信 ・電 話 の ネ ッ トワー ク を建 設 して い く。 これ らは後 の事

件 に お い て そ の威 力 を 発 揮 す る こ と に な る。Hankは 巡 礼 の一 団 と と もに

"theValle
yofHoliness"を 訪 れ るが、 そ の地 の聖 な る泉 は枯 れ て しま って

いた。Hankは さ っそ く近 代 技術 を駆 使 して、 この 泉 を よみ が え らせ る と い

う 「奇 跡 」 を演 じる。 そ の 後 ま も な く史 上 最 初 の新 聞WeeklyHosannah

andLiteraryVolcanoが 創 刊 され、 この事 件 を報 道 す る。 ま た 、 別 の 魔 術

師 が ライ バ ル と して現 れ、 予言 の腕 を競 う こ とに な っ た時 に は、Hankは 電

話 を 用 い て 事実 を い ち早 く知 り勝利 を お さ め る。 こ の よ う にHankが 中世

イギ リス社 会 の近 代 化 を進 め る ほ ど、 そ の成 果 が さ らに彼 の 力 を強化 す る こ

と に な るの で あ る。

こ の中 で 注 目 され る の は 、Hankが 、 中世 の騎 士 道 に打 撃 を与 え る た め の

武 器 と して 商 品広 告 を 利用 す る と い う事 実 で あ る。 彼 は騎 士 た ち に、 た とえ

ば"Persimmon'sSoap-AllthePrime-1)onneUselt."(78)な ど と い う広

告 の 看 板 を着 け させ て 、石 鹸 の セ ール スに 当 た らせ る。 そ して、 あ る騎 士 が
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販 売 成 績 を 上 げ られ ず に 意 気 消 沈 して い る の を 見 か け る と、 そ の 看 板 を

"PatronizedbytheElect
."(80)と 書 き換 え させ 、 セ ー ル ス の 旅 を 続 け る

よ う激 励 しさ え す る。Hankは こ うす る こ と に よ っ て 騎 士 を"ridiculous"

な もの と し、 中世 の騎 士 道 をパ ロデ ィ化 し無 力 化 しよ う と して い るの であ る。

資 本 主 義 に お け る商 品 広 告 は、 あ らゆ る もの を メ デ ィ ア と して 利 用 す る と と

もに、 そ の もの が本 来 も って い る歴 史 性 や価 値 体 系 を 消 し去 って 、 商 品 の販

売 を 促 進 す る とい う単 一 の 目的 に置 き換 え て しま う。Hankは こ こで 資 本 主

義 に内 在 す る そ の よ うな力 を利 用 して い るので あ る。

こ の ほか 、Hankが 行 う制 度 的 な改 革 と して は次 の よ うな もの が あ げ られ

る。 王 室 関 係 の税 金 につ い て 、 国 民 の 負 担 を均 等 に す る税 制 改 革 。Royal

Grantや 瘰 癧 患 者 へ の支 出 を削 減 す る財 政 改 革 。 ロ ー マ 時 代 か らの 古 い 通

貨 にか え て ア メ リカ式 の通 貨 を流 通 させ る通 貨 改 革 。 保 険 制 度 の 創 立 。 そ し

て 自由 貿 易 の推 進 。 これ らはす べ て、 中世 イギ リス社 会 の資本 主義 化 を制度 ・

政 策 面 か ら支 え る役 割 を も って い る。

さて 、 この後HankはArthur王 と と もに 自由 民 に身 を や っ して 旅 に出 る

が 、 そ の旅 か ら帰 る とSirSagramourの 挑 戦 に応 え て 公 開 試 合 に臨 む 。Sir

Sagramourの 背 後 に は魔 術 師Merlinが お り、 こ の戦 い は事 実上 、理性 のチ ャ

ン ピオ ンと魔 術 の チ ャ ン ピオ ン との間 の、 遍 歴 騎 士 制 度 の 存 否 をか け た戦 い

とな る。 重 装 備 の騎 士 に対 し、Hankは 軽 装 で 相 手 の槍 を こ と ご と く か わ す

ばか りか 、 逆 に投 げ縄 を用 い て騎 士 た ち を次 々 と落 馬 させ る。 そ して 投 げ縄

がMerlinに よ って盗 み取 られ る と、Hankは 今 度 は拳 銃 を 用 い て騎 士 た ち

を射 殺 し勝 利 を お さめ る。 この戦 い に お け るHankの 武 器 、 す な わ ち 投 げ 縄

と拳 銃 は いず れ もア メ リカ の カ ウボ ー イ の道 具 で あ る。 ま た拳 銃 は、 彼 が19

世 紀 の ア メ リカ に お い て 職 業 と して 製 造 して い た もの で も あ る。 っ ま り

Hankの 勝 利 は、 近 代 ア メ リカ の 中世 イ ギ リス に対 す る勝 利 で もあ っ た の で

あ る。 戦 い の あ とHankは"Thedaywasmine.Knight-errantrywasa

doomedinstitution.Themarchofcivilizationwasbegun."(227)と 確 信

す る。
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Hankが こ こで 予 想 して い るよ うに、 この後 、 中世 イ ギ リスに理 想 的 な近

代 社 会 が建 設 さ れて い くので あれ ば、 この物 語 は進 歩 主 義 の 考 え を支 持 す る

ユ ー トピア小 説 に な っ た こ とで あ ろ う。 そ れ は同 時 に、 ア メ リカの 現 状 を 肯

定 し、 明 る い未 来 を展 望 す る こ と に もつ な が って い く。5)と ころ が物 語 は こ

の後 急 転 し、 意 外 な方 向 に進 ん で い くこ と に な る。

Hankは 、 騎 士 た ち との戦 い に勝 利 した こ と に 自信 を えて 、 これ ま で ひ そ

か に建 設 して きた学 校 や鉱 工 業 施 設 を 一 気 に公 然 化 す る。 そ して3年 が たつ

と、 中世 イ ギ リス は近 代 国家 の姿 に近 づ い て くる。 奴 隷 制 は廃 止 され 、 税 制

も改 正 さ れ る。 また 、 蒸 気機 関 や電 気 機 器 も普 及 し始 め、 鉄 道 の運 行 も開 始

され る。 こ う してHankは 、 い よ い よ 最 終 目標 で あ る カ ト リ ック教 会 の 廃

止 と共 和制 の 実 施 を 検 討 し始 め るの だ。Hankは 、 来 るべ き共 和 制 の 下 で は

男 女 の差 別 な く参 政 権 を与 え る こ とに し よ う と計 画 す る。 現 実 の ア メ リカ合

衆 国 にお いて さえ 、 女 性 参 政 権 の実 現 は 憲法 修正 第19条 の成 立(1920)ま で待

た な けれ ば な らなか っ た こ とを 考 え れ ば 、Hankの 共和 制構 想 が い か に 徹 底

した もので あ った かが わか る。

しか しち ょ う ど そ の 時 、 彼 と6世 紀 の 女 性Sandyの 間 にで き た子 ど も

Hello-Centralが 病 気 に な り、 そ の療 養 の た め に家 族 で フ ラ ンス に渡 る こ と

にな る。 と こ ろが、 彼 の不 在 の間 に内 戦 が 起 こ り、 イ ギ リス国 内 の情 勢 が 一

変 す る。 この 内戦 の契 機 が、 株 式 市 場 で の投 機 に あ った ことは注 目に値 す る。

投機 に失 敗 して 大 損 を 出 したArthur王 の甥 た ち が、 王 の関 心 を そ らす た め

Guenever王 妃 とSirLauncelotの 不 義 を 密 告 し、 怒 ったArthur王 がSir

Launcelotに 戦 争 を 仕 掛 け る とい う形 で 内戦 が始 ま った の で あ る。 中 世 イ ギ

リス の資 本 主 義 化 は、 ま さ にそ の副 産 物 と して の 投機 に よ って 自壊 し始 め る

のだ 。 こ の株 式 市 場 はHank自 身 が 設 け た もの で あ った 。Hankは か っ て

"Nosoundandlegitimatebusinesscanbeestablishedonabasisofspecu -

lation."(98)と 語 った ことが あ るが 、 そ の 警 告 は彼 自身 に はね 返 っ て き た

の で あ る。

この 内戦 は イ ギ リス 国 内 の力 関 係 を激 変 させ る。 まず 、 教会 が聖 務 停 止 の
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ス トライ キを 起 こ し、 民 衆 の間 に根 強 く残 る迷 信 を 利 用 して再 び権 力 を握 る。

電 気 禁 止 令 が 出 され 、 近 代 的 諸 機 関 が 活 動 を停 止 す る。 そ して、 生 き残 った

騎 士 た ちの 全 部 が 教 会 側 にっ い て結 集 す る。Hankが 個 人 的 に知 って い た 騎

士 た ち は、 内 戦 の 中 でArthur王 を含 め ほ とん ど戦 死 した の で、 教 会 側 の 騎

士 た ち は名 前 を もた な い 不気 味 なmassで あ る。 結 局 、HankとClarence

の も とに残 った の は、52人 の青 年 た ち だ け で あ った。

孤立 したHankた ち は、 情 勢 の挽 回 を ね ら って 共 和 制 の 樹 立 を宣 言 す る

が 、教 会 と迷 信 の影 響 下 に入 っ た民 衆 に は も はや通 じな い。"Yes,itwasnow

`D
eathtotheRepublic!'everywhere‐notadissentingvoice.AllEng-

landwasmarchingagainstus!TrulythiswasmorethanIhadbargain-

edfor,"(247)とHankは 嘆 く。 や む な く彼 らは これ ま で に築 い た文 明 を 自

ら爆 破 し、 洞 窟 に た て こ もる。 そ の 洞 窟 は、Clarenceが あ らか じめ 機 関 銃

を配 備 した り高 電 圧 の電 気 を通 した鉄 条 網 を建 設 した り して、 防 備 を 固 め て

あ った の だ。Hankた ち は これ らの近 代 兵 器 を 駆 使 して 、 包 囲攻 撃 して き た

騎 士 の軍 勢 を迎 え撃 ち全 滅 させ る。"Withintenshortminutesafterwehad

openedfire,armedresistancewastotallyannihilated,thecampaignwas

ended,wefifty-fourweremastersofEngland!Twenty-fivethousand

menlaydeadaroundus."(255)一 見 、Hankた ち は再 び勝 利 を お さ め た

よ うに見 え る。 しか しそ うで はな か った。 ま もな く彼 ら もそ れ を悟 る こ とに

な る。

戦 闘 が終 わ った後 、 彼 らが 置 か れ た状 況 は 、Hankの 副 官Clarenceの 言

葉 に よれ ば、 次 の よ う な も の で あ った 。"Wewereinatrap,yousee-a

trapofourownmaking.Ifwestayedwherewewere,ourdeadwould

killus;ifwemovedoutofourdefences,weshouldnolongerbeinvin-

cible.Wehadconquered;inturnwewereconquered."(256)彼 ら は騎 士

の死 体 の 山 に埋 もれ、 自 ら も死 を待 っ ばか りと い う皮 肉 な状 況 に陥 っ たの で

あ る。 この後 、Hankは 負 傷 した うえ、Merlinに よ って13世 紀 の 間 眠 り続

け るよ う呪 い を か け られ る。 これ までHankに 侮 られ る ば か りだ っ た魔 術
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が、 ここで初めて実際の力 となってHankに 復讐す るのだ。19世 紀 に再び

目を覚ました時、彼は過去からも現在か らも取り残 されたひとりの老人にな

り果てていたのである。

さて、 この最後の戦闘の場面では、近代技術のもつ破壊性がはっきりと暴

露 されている。Hankは6世 紀のイギリスで電信 ・電話や工場など生産的な

施設も確かに建設 したが、最後に作 ったのは、機関銃や電気鉄条網といった

大量殺人兵器にほかならなかった。中世の盲目的で不可解な力による攻撃が

Hankた ちを追いっめ、 こうした近代兵器 に頼 ることを余儀な くさせたの

だ。6)冒 頭の自己紹介 においてHankは 、小銃、拳銃、大砲 といった兵器

類をボイラー、エンジンなどと同列におき、それらを作る自分の能力を誇 ら

しげに述べていた。また彼が6世 紀にタイム ・ス リップした契機 も、仲間と

の暴力沙汰であった。近代技術にひそむこのような破壊性が、中世の力によっ

て引き出されたのである。そのうえHankた ちは、近代兵器を使 ったため

に、ついには死んだ敵 に敗北することになる。彼 らの陥った自縄自縛の状況

は、客観的に見れば滑稽である。つまりここでは、物語の前半で中世が近代

によってパロディ化されたのとは逆に、近代技術の破壊性と限界が中世によっ

て暴露され、ブラック ・ユーモアの対象とされるにいたっているのである。

AConnecticutYankeeinKingArthur'sCourtは 、科学技術による明る

い未来を予想する進歩主義の立場か ら書 き始め られた。主人公Hankの 政

治的 ・社会的主張には、作者MarkTwainの それと共通するところが多数

認められる。そして、彼の主導する中世イギリス社会の近代化は、少なくと

も前半においては、成功するかにみえる。 しかし、MarkTwainの 想像力

は、 この物語が、そのままの方向で進行 し、楽観的なユー トピア小説として

終わることを許 さなかった。彼は、歴史 とはそのように進むものではないこ

とを感 じとるだけの歴史感覚を持ち合わせていたのだ。すなわち、この作品

でMarkTwainの 想像力は未来への道もすでに閉ざされていることを鋭 く

予見 したのである。

しかしMarkTwainは 、 この時代に顕在化したアメ リカの理念の危機 に
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対 して、 有効 な認 識 と対 処 を可 能 に す るよ うな構 想 を も って い なか った。 そ

れ は、 近 代化 、 共 和主 義 、 プ ロ テス タ ンテ ィズ ム、 資 本 主 義 の4者 を等 号 で

結 ぼ う とす る ア メ リカ 資本 主 義 の枠 組 み か らMarkTwainが 自 由 で な か っ

た こ とを意 味 す る。 彼 の想 像 力 の 限界 は、 この作 品 にお け る民 衆 の 描 き方 に

反 映 され て い る。Arthur王 が彼 な りの偉 大 さや 人 間 的 魅 力 を そ な え た 人 物

と して描 か れ て い るの に対 して、 この作 品 に登 場 す る民 衆 は常 に信 頼 しが た

い存 在 で あ る。 例 え ばMarcoは い ったんHankの 意 見 に同 調 しな が ら、 結

局 は裏 切 って 支 配 階級 の側 にっ いて しま う。 そ れ は 、 教 会 の 命 ず る ま ま に

"DeathtotheRepublic!"と 叫 ぶ 民 衆 の 姿 と重 な る
。Hankは 民 衆 こ そ共

和 制 の 基 礎 と考 え 、 彼 らへ の 信 頼 を繰 り返 し表 明 して き た が 、 最 後 に は

"lmaginesuchh
umanmuckasthis;conceiveofthisfolly!"(247)と 叫

ぶ に いた る。 迷 信 の中 に生 まれ 育 った 中世 イギ リス の民 衆 は、 あ た か も機 械

の よ うに 迷信 に従 って 行動 す るば か りな の で あ る。 こ こ に は 、 後 に"What

IsMan?"(1906)で 展 開 され る入 間機 械 論 の萌 芽 が認 め られ る。

AdventuresOfHuckleberryFinnに お い て 過 去 の 理 想 化 に 失 敗 し た

MarkTwainは 、AConnecticutYankeeinKingArthur'sCourtに お い て

現 在 と未 来 に 希望 を っ な ぐ こ と もで きな か った。 そ の結 果 、 彼 は深 刻 な ジ レ

ンマ に と らえ られ る こ とにな る。 この作 品以 降、MarkTwainはTheTragedy

ofPudd'nheadWilson(1894),"TheManThatCorruptedHadleyburg"

(1899)、TheMysteriousStranger(死 後 出版)を 発 表 す るが 、 こ れ らを 通

じて 、 彼 の作 風 は 目に見 え て暗 くな って い くので あ る。

AConnecticutYankeeinKingArthu〆sCourtは 、MarkTwainの 他 の

代 表 的 な 作 品 に比 べ 、 これ まで 必 ず し も高 い評 価 を 与 え られ て こな か った。7)

しか しMarkTwainは この作 品 にお い て 時 代 の 危 機 と正 面 か ら取 り組 ん だ

の で あ り、 彼 の想 像 力 の特 質 と限 界 を鮮 や か な対比 と して そ こに読 み と る こ

とが で き るの だ。
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注

1)MarkTwainはAutobiogr(aphyの 第24章 で 、 当 時 の汚 職 事 件 を列 挙 し、実 業

界 の大 物 らを"professionalgrafters"と 非 難 して い る(121)。

2)EverettCarterは 、MarkTwainが 共 和主 義 ・技 術 ・進 歩 とい った ア メ リカ 的

価 値 を熱 心 に擁 護 して い た事 実 を挙 げ 、"soft"criticsを 批 判 して い る(434-452)。

3)Autobiographyの 第54章 でMarkTwain自 身 も そ の よ うな 意 図 の あ っ た こ

とを 示 唆 して い る(271)。

4)HenryNashSmithは こ の 点 に つ い て"Theimageryemployedbythe

Yankeesupportsthenotionthatheismoreofabusinessmanandspec-

ulatorthanamastertechnician."(160)と 述 べ 、Hankが ビ ジ ネ ス の 比 喩 を

頻 繁 に用 い る こ と を指 摘 して い る。

5)同 時 代 の批 評 家 の ひ と りWilliamDeanHowellsは こ の作 品 に つ い て"itis...

anobject-lessonindemocracy.Itmakesusgladofourrepublicand

ourepoch."(325)と 述 べ て お り、Hankの 最 終 的 な敗 北 に は言 及 して い な い 。

6)時 間 的 な距 離 を 空 間 的 な距 離 に置 き換 え る と、 中世 の この 不 可 解 さ は(ア メ リカ

に と って の)外 国 の不 可 解 さ と重 な る。AndrewJayHoffmanはHankを19世

紀 後 半 の ア メ リカ帝 国主 義 と結 びっ け て い る(135-137)。

7)例 え ばJamesM.Coxは この作 品 をMelvilleの 一Pierreと と も に"extrava.

gantfailures"と 評 して い る(198)。
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